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中

世

イ

ギ

リ

ス

の
海
運
政
策

佐

披

t圭=・
日

平

立
ち
後
れ
に
イ
ギ
ヲ
λ

一
五
八

O
年
、
『
ノ
ラ
ン
シ
ス

-
F
U
1
ク
は

Z
H
ザ
ベ
ス
女
王
白
絶
大
な
支
援
白
下
に
イ
ギ
リ
ス
人
最
初
白
世
田
仲
間
航
に
成
功
し

た
。
併
し
マ
ゼ
ラ
ン
に
後
れ
る
と
と
寅
に
五
十
五
年
D
E
と
で
あ
る
。
と
の
五
十
五
年
、
そ
れ
は
恰
も
イ
ギ
リ
ス
が
海
外
務
展
に
立

後
れ
た
時
間
的
断
離
を
告
げ
る
如
く
で
あ
る
。
事
寅
、
イ
ギ
日
ツ
ス
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
(
オ
ラ
シ
と
と
い
ふ
先
輩
図
が
護
見

し
た
航
路
を
大
分
後
れ
て
週
り
、
彼
等
の
開
い
た
新
領
域
に
後
か
ら
泥
棒
猫
の
や
う
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
後
輩
闘
で
あ
る
。
成
る
程
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
護
見
後
四
年
に
し
て
へ
ン
リ

I
七
世
は
イ
タ
リ
ー
人
カ
ポ
ツ
T

に
特
許
欣
を
奥
へ
て
イ
ギ
リ
ス
西
方
の
未

踏
地
を
探
険
せ
し
め
、
北
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
を
殻
見
せ
し
め
で
は
居
る
が
、
そ
白
後
、
半
世
紀
聞
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
停
滞
的
中
世
の

情
性
を
受
け
て
殆
ん
い
と
海
外
領
土
の
搬
大
に
努
力

E
向
け
て
は
ゐ
な
い
。
有
名
な
海
賊
貿
易
に
し
て
も
漸
〈
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
時
代

に
本
格
的
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
己
れ
ら
の
先
輩
園
を
遁
ひ
抜
か
ん
と
す
る
後
輩
闘
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
賞
然
非
常
友
困

難
が
件
ハ

A4r。
何
よ
り
も
先
づ
、
海
上
制
覇
と
い
ふ
大
き
な
問
題
を
解
決
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
早
い
詩
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
・

ス
ペ
イ
ン
・
オ
ラ
Y

グ
の
強
大
た
艦
隊
を
屈
服
せ
し
め
ね
ば
佐
ら
た
か
っ
た
。
併
し
、
例
へ
ぽ
と
の
三
固
と
の
市
開
戦
に
於
け
る
イ
ギ

リ
ス
側
白
勝
利
に
し
て
も
、
そ
れ
は
近
世
の
イ
ギ
リ
ス
が
海
還
に
謝
し
て
排
っ
た
並
々
た
ら
ぬ
苦
心
と
努
力
の
賜
物
で
あ
り
(
常
時
白

中
世
イ
ギ

P
ス
白
海
運
肱
策

第
五
十
二
巻

五

第
三
観



中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
政
策

第
王
十
二
審

大

第
=
-
腕

イ
ギ
リ
ス
商
叫
は
未
だ
完
全
に
軍
陣
ル
一
分
離
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
て
況
し
て
庚
く
一
般
に
貿
易
の
愛
展
・
植
民
地
の
建
設
に
封
し
て
託
世
イ

ギ
叩
ソ
ス
の
膿
来
的
海
運
政
策
が
旧
吊
し
た
貢
献
は
頗
る
大
で
あ
る
。

だ
が
、
i

吾
々
は
近
世
イ
ギ
リ
ス
海
運
の
華
々
し
い
環
展
を
想
ふ
に
つ
け
て
も
、
そ
れ
に
到
る
巾
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
政
策
の
停
滞

性
を
忘
れ
で
は
左
ら
ぬ
。
何
故
に
現
代
海
運
の
雄
イ
ギ
リ
ス
の
胎
舶
が
以
前
に
於
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ベ
イ
y
・
オ
ラ
Y
グ
の
紬
舶

に
立
ち
後
れ
近
世
に
入
り
漣
し
〈
そ
の
跡
を
遺
品
駆
け
ね
ば
友
ら
左
か
っ
た
か
を
考
へ
た
く
て
は
な
ら
ぬ
。
近
世
イ
ギ
リ
ス
海
運
に

と
っ
て
白
先
決
問
題
は
賓
忙
そ
れ
が
巾
世
か
ら
背
負
は
さ
れ
た
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
超
へ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
再
々
が

イ
ギ
リ
ス
の
海
運
政
策
史
を
見
る
場
合
、
党
づ
、
と

O
巾
世
の
ハ

y
ヂ
イ
キ
ャ
ッ
プ
が
問
題
と
な
る

Q

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

指定
白甘

に
は
、
同
ビ
〈
中
世
忙
住
み
乍
ら
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
(
オ
ラ
ン
ダ
)
の
閥
民
は
近
世
を
岡
劃
す
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
人
生
主
義

の
洗
搬
を
早
く
か
ら
受
け
た
南
欧
図
民
と
し
て
、
ま
た
、
華
や
か
注
り
し
古
代
資
本
主
義
的
商
業
を
そ
の
身
に
停
へ
て
東
洋
去
北
欧

と
の
仲
緬
貿
易
(
慌
時
と
し
て
は
世
界
貿
易
)
に
従
事
し
た
岡
氏
と
し
て
、
特
に
世
界
的
忠
湖
が
強
か
っ
た
の
に
封
し
、
他
方
、
照
史
の

洩
い
古
代
文
化
ら
じ
い
も
も
の
を
持
っ
て
ゐ
た
い
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
中
世
主
過
し
て
中
世
特
有
の
自
足
性
・
内
陸
性
・
封
建
性
に
停

滞
し

τゐ
党
、
巾
世
前
期
の
イ
辛
リ
ス
は
北
欧
白
海
賊
か
ら
自
国
を
防
護
す
る
白
に
遺
伝
〈
、
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
V

ス
と
の

王
位
継
承
戦
争
に
忙
殺
さ
れ
て
眼
を
外
に
向
け
る
徐
裕
が
な
か
っ
た
、
そ
と
に
は
、
ベ
エ
ス
晶
、
ゼ
ノ
ア
、
ま
た
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
に

見
ら
れ
た
や
う
泣
き
び
き
び
し
た
動
昔
は
殆
ん
ど
見
出
さ
れ
や
'
に
終
っ
た
、
か
う
し
た
一
般
的
関
係
が
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運

i
l

特
に
封
外
的
進
取
性
を
必
要
と
す
る
海
運
ー
ー
を
後
ら
し
た
の
で
あ
る
、

一
般
的
に
は
と
の
や
う
に
答
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し

吾
々
の
営
而
の
問
題
は
、
と
の
や
う
左
中
世
の
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
し
か
も
ど
う
し
た
梅
漣
政
策
が
採
ら
れ
た
か
で
あ
る
。
否
寧
ろ
、

近
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
政
策
に
軍
大
友
課
題
を
越
し
た
も
白
と
し
て
の
中
世
イ
ギ

F
ス
海
運
政
策
白
性
格
白
吟
味
が
問
題
で
あ
る
。



-
在
ほ
‘
己
己
で
中
世
イ
ギ
リ
夫
と
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
に
よ
る
T

V
グ
ロ
・
サ
グ
ソ
ン
民
族
の
統
一
(
八
七
二
さ
か
ら
ノ
ル
マ

ン
・
コ
ン
ケ
ス
ト
(
一

O
六
六
年
)
主
経
て
菩
級
戦
時
寸
の
終
結
(
一
四
八
五
年
)
ま
で
白
イ
ギ
リ
ス
を
い
ふ
。
ア
ル
フ
レ
ツ

F
大
王
か
ら
中

世
主
始
め
売
の
は
政
策
の
主
憶
と
し
て
の
国
家
由
形
式
が
彼
に
始
ま
る
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。
同
種
の
先
祖
を
も
ち
乍
ら
ア
ン
グ
ロ

族
サ
ク
ソ
ン
族
は
往
昔
の
遺
恨
か
ち
夫
々
互
ひ
に
王
を
頂
い
て
争
っ
て
ゐ
た
。
併
し
・
共
通
の
外
敵
J
7
1
ン
人
の
侵
冠
は
却
っ
て
雨

族
の
圏
結
を
強
め
て
ア
ル
フ
レ
ツ

F
の
統
一
と
た
り
、
し
か
も
今
日
目
イ
ギ
リ
ス
帝
闘
の
出
費
鮪
を
形
諮
っ
た
。
ぞ
れ
か
ら
、
ノ
ル

マ
ン
王
朝
白
始
租
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
は
更
に
イ
ギ
リ
ス
諸
侯
bz
抑
へ
て
君
主
檎
白
後
揮
に
努
め
愈
ξ

イ
ギ
リ
ス
貴
族
政
治
白
菜
礎

を
築
い
た
ο

併
し
そ
れ
は
決
し
て
絶
叫
割
的
専
制
白
君
主
政
治
で
は
左
か
っ
た
。
そ
の
後
度
々
の
諸
侯
聞
の
王
位
継
承
戦
役
が
と
れ
を

物
語
る
。
併
し
と
の
や
う
た
封
建
制
も
愈
ミ
菩
破
戦
争
を
も
っ
て
大
詰
占
た
る
。
白
い
番
犠
と
紅
い
蕃
甜
慨
が
一
つ
に
た
っ
て
出
て
来

J 

w. J. Ashley， An Tntrnduction to English Economic History and Theory， 
Part 1， 1901， p. 5 
w. J. Ashley， The E∞nomic Organisation of England~ An Outline History， 
1921， p.-z. 

4
A
千
三
寸
ド
ル
王
朝
は
名
賓
共
に
絡
針
的
専
制
君
主
政
治
主
布
い
て
図
を
統
一
す
る
。
閥
民
は
未
だ
嘗
っ
て
た
か
っ
た
如
〈
そ
れ
自

身
を
一
つ
と
し
て
感
十
る
。
か
く
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
近
世
托
入
る
。
尤
も
，
か
〈
は
言
へ
、
吾
々
は
単
に
右
の
如
昔
政
治
的
考
察
か

色
中
世
の
イ
ギ
リ
ス
を
匝
劃
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
と
の
時
代
の
ギ
リ
ス
は
、
他
方
で
ま
た
、
純
然
た
る
墨
画
と
し
て
大
槌
自

*
 

給
経
済
に
終
始
し
て
居
り
、
従
っ
て
貿
易
も
受
動
性
を
脱
却
す
る
と
と
は
出
来
た
か
っ
た
。
勿
論
ア
メ
リ
カ
航
路
も
イ

Y
F
航
路
も

知
ら
れ
て
ゐ
在
い
。
己
白
ゃ
う
友
経
済
的
闘
係
忙
つ
い
て
は
後
段
に
於
て
よ
り
詳
し
〈
説
〈
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
経
済
的
に
も
と
白

時
代
は
中
世
ム
」

L
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。

宮
ア
シ
昌
ν
ー
は
或
る
個
所
で
十
四
世
相
末
葉
ま
で
白
イ
ギ
9
ス
は
純
梓
白
農
業
幽
で
あ
っ
た
と
越
ペ
、
他
白
個
所
で
は
今
か
ら
二
世
相
前
ま
で
抽
ん

E
金
〈
四
農
業
闘
で
あ
ワ
た
と
言
p
h
r

富

q
n
E口同

Z
E『

中
世
イ
ギ
9
見
白
梅
温
故
錬

第
五
十
二
巻

= 

-b 

俸
=
一
観

2) 



中
世
イ
ギ
リ
ス
由
海
運
政
策

第
五
十
二
審

国

= } 

戸、

第
三
掛

ハ
ン
タ
ア
は
「
チ
ユ
ウ
ド
ル
王
朝
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
有
放
な
海
運
振
興
政
策
は
事
賃
上
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
」
と

活
べ
て
ゐ
る
が
叶
、
確
に
含
蓄
的
友
言
葉
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
何
が
イ
ギ
リ
ス
を
さ
う
さ
せ
た
か
U

己
れ
に
封
す
る
回
答
B

と
し
て
、
吾

々
は
先
づ
中
世
イ
ギ
リ
ス
悶
王
白
海
に
封
ナ
る
闘
心
を
問
題
に
し
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

先
告
に
謹
ペ
た
や
う
に
、
ア
ル
フ
レ
ツ

F
大
ヱ
の
イ
ギ
リ
ス
統
一
は
デ
l

y
人
侵
略
白
最
中
に
行
は
れ
た
。
だ
か
ら
、
彼
は
治
世

第
一
年
か
ら
デ

1
ン
人
と
戟
を
交
へ
ね
ば
友
ら
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ク
諸
王
や
サ
ク
ソ
ン
諸
王
の
常
套
手
段
に
倣
ひ
、
彼
も
買
物
を

山
不

納
め
て
J
T
1

ン
人
か
ら
平
和
を
購
ム
こ
と
を
忘
れ
は
し
た
か
っ
た
。
制
し
、
勿
論
か
う
じ
た
事
位
で
満
足
す
る
デ
I
ン
人
で
は
紅
か

っ
た
。
そ
と
で
伎
は
何
上
り
も
先
づ
E
の
北
欧
白
海
賊
の
襲
撃
に
備
へ
ね
ば
註
ら
・
な
か
っ
た
。
デ

I
Y
人
と
の
戦
ひ
に
敗
北
し
て
身

を
も
っ
て
ヱ
セ
ル

=

1
島
に
逃
れ
た
辛
い
経
験
を
も
っ
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
に
と
っ
て
は
、
海
賊
撃
退
の
方
法
が
何
上
り
も
緊
急
問
題

で
あ
っ
究
。
か
〈
て
、
彼
は
遂
に
狽
自
の
仕
方
を
も
っ
て
少
数
の
舶
舶
で
然
か
も
海
賊
舶
よ
り
遂
に
し
っ
か
り
し
売
舵
除
を
遇
っ
た

と
す
同
は
れ
る
。
友
ほ
、
彼
は
ノ
1
ル
z
l
、
パ
ル
チ
ッ
ク
海
方
面
の
知
識
を
集
め
て
首
時
の
地
理
識
者
の
も
っ
て
ゐ
た
謬
り
を
H
E
E

し
た
と
も
言
は
れ

h。
と
れ
も
栴
賊
の
根
城
地
を
正
し
く
知
る
と
と
に
上
っ
て
そ
の
襲
撃
に
備
へ
ん
と
じ
た
・
も
の
で
あ
ら
う
か
。

海
賊
の
外
侵
に
外
す
る
防
備
に
心
婚
を
砕
い
た
の
は
皐
に
7
ル
フ
V

ウ
ド
大
正
だ
付
で
は
泣
い
。
中
世
初
期
の
闘
王
す
べ
て
が
さ

う
で
あ
っ
向
。
併
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
守
、
首
時
の
園
王
に
専
属
の
軍
艦
が
十
分
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
た
い
。

7
ル
フ
レ
ツ

V
大
王

の
艦
隊
が
左
の
や
う
た
組
織
を
も
っ
て
ゐ
た
か
吾
々
に
は
杢
〈
侍
へ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
恐
ら
〈
海
軍
と
名
の
つ
〈
程
白
も
の
で

ψ

ホキ

が
イ
ギ
リ
ス
陀
存
在
し
た
か
っ
た
と
い
ふ
の
は
通
設
で
あ
る
。

は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
中
世
主
通
し
て
問
。
〕
E
-
Z当可

ム
」
に
か

〈
、
中
世
初
期
に
於
て
は
岡
玉
自
身
の
所
有
舶
と
い
ふ
も
の
は
布
っ
た
に
し
て
も
極
〈
昨
少
で
あ
っ
た
。
己
む
た
め
、
商
舶
は
外
敵
に

封
抗
す
ぺ
〈
屡
を
軍
船
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
。
か
〈
て
商
品
加
が
海
軍
の
強
苫
を
決
定
す
る

E
-
Z
E
で
あ
っ
た
。
中
世
に
有
数
た

H. C. Hunter，. How England got its Merchant Marine 106ι1776， 1935， P 
12. 
c. Jnnes， Br;itish Merchant Shipping， 19"-2， p. 2. 
H. Moyeg-Bartlett， A History of the Merch.ant Navy， 1937. p. :24. Z5 
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権
運
政
策
が
採
ら
れ
た
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
と
主
に
あ
る
。
例
へ
ば
、
ァ
ル
フ

ν
ツ
ド
大
王
及
び
ヱ
セ
ル
ス
グ
ン
王
の
如
き
は
、

目
分
で
三
同
航
海
し
た
と
と
の
あ
る
地
々
の
商
人
に
は
大
郷
士
(FO問
D
)

の
郡
山
肌
を
興
へ
る
と
定
め
て
ゐ
る
が
、
己
れ
な

E
も
海
運
自

関
白
奨
帥
仰
と
見
る
よ
り
も
寧
ろ
商
人
の
航
海
熱
を
高
め
る
と
と
に
よ
っ
て
海
軍
を
充
賓
し
ゃ
う
と
し
た
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
。

事
イ
ギ
uJ
ス
最
初
白
貨
幣
租
税
と
い
は
れ
る
F
l
y
F
ル
ト
(
目
白
m
凸
巴
と
は
そ
の
名
目
如
〈
デ
1

ン
人
を
買
仇
す
る
某
金
を
符
ん
が
た
拍
に
耕
地

に
課
せ
ら
れ
た
。

Z
例
へ
ば
モ
イ
ス
・
パ
ア
t
レ
ツ
ト
は
「
へ
ン
リ
7
五
世
(
荘
位
一
四
一
一
二
l
l
一
一
一
一
年
)
の
時
代
に
初
品
て
闘
主
自
身
白
梅
草
が
日
高
た
」
と
告
げ
る
が
、

一
方
、
戸
イ
ク
ツ
シ
に
よ
恥
ば
、
「
(
ン
リ
I

入
世
(
花
位
一
宜

O
九
四
七
年
)
が
王
国
海
軍
の
創
設
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
海
軍
は
商
船
隊

に
件
な
ら
な
か
う
た
υ
」
「
ゲ
イ
ク
ト
リ
ア
時
代
ま
で
は
同
州
員
と
海
草
々
人
と
白
分
界
線
は
決
し
て
明
聴
で
な
か
っ
た
。
」
「
商
耐
の
任
指
と
海
軍
白

任
務
が
耐
失
分
離
し
て
燕
た
の
は
最
近
百
年
間
白
と
と
で
あ
る
。
」
華
々
。

F

1
テ
は
ァ
ア
ウ
ス
ト
の
巾
で
メ
ブ
イ
ス
ト
を
し
て
「
商
業
と
戦
叩
と
海
賊
は
三
位
一
鰐
で
あ
っ
て
離
ナ
と
と
は
同
来
危
い
」
と
語

ら
し
め
て
ゐ
る
が
、
中
肘
前
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
あ
っ
て
は
外
敵
の
海
賊
に
首
る
ぺ
〈
商
船
は
屡
ミ
軍
航
と
し
て
闘
壬
へ
の
奉
仕
を
路
、

安
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
蛍
時
白
川
町
舶
は
一
般
に

居。円。
F
E
M昨
日

rHmwEMO
と

問
。
同
己
記
。

d

u
未
分
化
の
形
態
と
し
て
の
回
両
日
与
富
円

υ
r
d
で
あ
っ
た

0

・
軒
々
は
そ
の
日
最
も
代
表
的
な
も
の
と
仁
て
五
港
(
口

E
臣
官
吾
)
の
制
度
を
皐
げ
る
ο

エ
F
V
l
F
蛾
仇
王
(
布
位

一O
阿
ニ

l
六
六
年
)

時
代
に
施
行
さ
れ
彼
む
後
継
者
た
ち
に
よ
う
て
司
俊
民
せ
し
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
っ
て
と
れ
に
よ
っ
て
、
営
時

の
主
要
港
た
る
国
自
百
事
同
o
E
Eア

J
4
1
r
p

ロ
2
q
及
び
∞
E
L
d
E
n
r
白
五
泌
|
|
後
に
は
多
数
の
泌
が
と
れ
に
加
へ
ら
れ
た
!

ー
は
玉
岡
海
軍
の
た
め
に
多
数
の
舶
舶
と
海
員
と
を
提
供
す
る
義
務
を
捨
つ
て
ゐ
た
。

E
の
時
代
の
こ
と
か
明
か
で
は
な
い
が
、
五

港
は
毎
年
四
十
五
日
間
、
柏
舶
五
十
七
隻
を
も
っ
て
闘
王
に
奉
仕
し
注
け
れ
ば
た
ら
な
か
っ
た
由
。
か
く
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
事

寅
上
「
五
訟
」
が
賄
っ
て
ゐ
た
。
尤
も
、
己
の
や
う
な
奉
仕
義
務
に
は
報
酬
が
く
っ
附
い
て
ゐ
た
。
先
づ
、
「
五
港
」
は
課
税
を
免
除
さ

れ
自
分
で
濁
立
の
裁
判
楳
を
も
っ
と
と
が
同
来

hr
然
も
と
れ
ば
か
り
で
な
い
。
露
骨
に
一
一
品
へ
ば
、
海
戦
に
従
事
し
な
い
時
白
「
五

巾
世
イ
ギ
ヲ
ス
の
海
運
政
策

第
五
十
二
巻

五

九

第
三
腕

Hunter， How 1!;ngland.， p. 289 
B在oyse.Bartlett，History.， p. 25，; 1王unter;I10w England.， p. 6. 
Moyse.Bartlett， 1王istory.，p. 5'3 
W. M. Dixon， Tlu: Flet:い bdunulhe Fleet， p. 16， 17， 21. 
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申
世
イ
ギ
リ
ス
白
海
遇
政
策

= 

O 

六

第
三
揖

構
五
十
二
巻

港
」
の
般
主
た
ち
は
、
貨
物
白
運
送
よ
り
も
海
賊
と
し
て
働
く
方
を
有
利
と
考
へ
た
揚
合
.
白
園
の
商
船
守
外
岡
崎
と
同
じ
ゃ
う
に
、

自
由
に
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。
海
軍
む
た
め
に
舶
舶
を
提
供
し
た
報
酬
と
し
て
、
閲
王
か
ら
の
特
権
の
背
後
に
か
〈
れ
、
港
湾
の
合

法
的
統
制
白
衣
を
纏
ふ
て
、
天
下
御
免
の
悪
事
を
倒
い
向
。

(
ζ
L

に
於
て
、
ゲ
ー
テ
白
官
ふ
商
業
主
戦
守
と
海
底
と
は
文
字
語
り
=
辰
一
世
を

な
し
て
ゐ
る
。
)

併
し
、
い
づ
れ
に
す
る
も
己
白
軍
役
義
務
は
特
に
戟
守
が
大
規
模
に
水
引
〈
と
き
イ
ギ
リ
ス
商
舶
を
破
滅
に
導
く
も

の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
、
一
一
三
四
七
年
カ
レ

l
包
開
戦
の
如
き
己
れ
で
あ
っ
て
、
己
の
と
き
図
王
は
イ
ギ
リ
ス
商
舶
の
過
半
数
を
軍

船
と
し
て
徴
用
し
た
と
言
は
れ
る
。

た
ほ
、
こ
白
五
港
制
度
は
中
世
を
渇
し
て
瞬
績
さ
れ
近
世
に
入
り
へ
ン
リ
1
七
世
田
時
代
に
底
止
さ
れ
た
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
に
注
調
す
べ
き

重
要
な
と
ξ

L

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叢
し
、
中
世
的
海
運
政
策
J
F

近
世
に
至
り
チ
品
ウ
ド
ル
王
朝
時
代
に
止
揚
さ
れ
た
と
と
を
語
る
か
ら
で
る
る
。

外
岡
商
船

l
iイ

7
l商
人
土
ン
ザ
商
人

こ
む
や
う
に
巾
世
イ
ギ
リ
ス
の
閥
王
は
一
般
に
商
舶
を
海
軍
四
手
段
と
考
へ
て
ゐ
た
。
従
っ
て
海
辺
は
岡
モ
に
と
っ
て
展
ミ
三
夫

的
で
あ
っ
た
。

一
口
に
い
へ
ば
中
世
の
閥
王
は
積
極
的
紅
海
運
政
策
を
持
ち
合
せ
て
ゐ
た
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
と
の
や
う
た
消
極

的
態
度
は
閥
単
に
海
軍
む
た
め
閑
防
の
た
め
と
言
ム
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
彼
等
の
財
政
目
的
か
ら
も
来
て
ゐ
た
。

元
来
イ
ギ
リ
ス
の
外
岡
貿
易
は
、
古
く
は
ベ
ェ
ス
・
ゼ
ノ
ア
の
イ
タ
リ
ー
商
人
忙
よ
っ
て
開
か
れ
、
中
世
忙
は
と
れ
に
ハ

V

ザ
同

関
商
大
も
加
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
市
中
世
を
過
し
て
大
憾
に
受
動
貿
易
に
終
始
し
た
。
純
粋
の
農
業
闘
で
あ
っ
た

中
世
白
イ
ギ
リ
ス
は
会
構
と
し
て
自
給
自
足
し
て
ゐ
た
。
従
つ

τ、
首
時
の
貿
易
は
受
動
牲
を
特
徴
と
し
、
外
聞
へ
は
イ
ギ
リ
ス
自

身
が
要
求
せ
ぎ
る
刺
品
臨
む
未
成
品
殊
に
羊
毛
を
輪
出
し
、
外
国
か
ら
は
絹
・
毛
皮
・
高
級
毛
織
物
・
フ
ラ
V

ス
葡
萄
酒
と
い
ふ
や
う

8) 10) Huuter， How England.， p・9.
9) 12) Moy且 Ba.rtlett~ History.， p. 52 
11) Hunter， How England'J p. 290. 
13) Hunter， How England.， p. 9 



た
官
裕
階
級
の
み
の
一
勝
入
し
得
る
費
濃
口
問
者
輸
入
し
て
ゐ
た
c

輸
入
品
の
う
ち
一
般
人
の
使
用
す
る
も
り
と
し
て
は
僅
に
羊
の
済
癖

信

l
札
仰

を
治
療
す
る
の
に
用
ひ
る
ノ
I
ル
ヱ

1
製
の
煙
脂
ぐ
ら
ゐ
の
も
の
一
|
|
と
れ
も
漸
〈
十
一
一
-
暗
記
末
葉
に
始
ま
っ
た
!
ー
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
常
時
め
イ
ギ
リ
ス
は
丁
度
今
日
の
支
那
ま
た
は
一
階
紀
ま
へ
の
ロ
シ

7
の
や
う
に
輪
川
も
輸
入
も
外
岡
商
人
の
手
で
外
国

商
舶
に
よ
っ
て
受
動
的
に
行
は
れ
た
。

と
と
ろ
で
、
己
れ
ら
の
外
岡
舶
は
岡
王
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
友
課
税
物
件
で
あ
っ
た
。
外
岡
舶
は
賓
に
初
期
り
岡
正
D
税
収

入
白
=
一
分
の
一
乃
至
二
分
自
一
に
常
る
剖
酬
を
支
排
つ
で
ゐ
売
。
だ
か
ら
、
問
主
と
し
て
は
外
岡
貿
易
を
抑
制
す
る
己
と
は
金
の
卵
を

生
む
刷
聞
を
締
め
殺
す
ゃ
う
た
も
の
で
到
底
買
面
目
に
は
考
へ
ら
れ
友
か
っ
た
。
併
し
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
利
径
は
そ
れ
だ
け
多
く
自

分
た
ち
の
岡
王
の
巧
妙
た
仕
方
を
過
し
て
犠
牲
に
供
き
れ
た
。
外
岡
商
人
が

E
紙
の
御
貸
上
金
と
引
抽
出
へ
作
悶
王
か
ら
種
々
の
特
椛

ハ
ン
ザ
同
毘
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
商
人
よ
り
も
寛
大
友
関
税
率
ま
た
は
関
税
免
除
白
特
躍
さ
へ
許
興
さ
れ

た
。
イ
グ
リ

I
商
人
の
如
昔
は
イ
ギ
リ
ス
の
輪
出
入
関
税
白
徴
牧
蹄
怖
さ
h

そ
の
手
に
収
め
て
ゐ
た
。
而
し
て
、
己
の
外
岡
商
人
特
樺

を
獲
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。

は
中
世
の
イ
ギ
リ
ス
諸
王
に
よ
っ
て
殆
ん

X
例
外
在
し
に
侍
統
的
に
輿
へ
ら
れ
た
も
白
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
快
対
王
が
強
要
さ
れ
て
マ

グ
ナ
・
カ
ル
タ

K
許
し
た
特
権
は
単
に
歴
史
上
著
名
在
る
一
例
に
過
ぎ
左
い
。
と
に
か
く
、
近
世
に
入
っ
て
、
ベ
=
ス
商
人
を
し
て

彼
等
の
組
織
す
る
つ
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
商
問
険
」
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
に
終
止
符
を
打
た
し
め
る
ま
で
、
ま
た
、
ハ
ン
ザ
商
人
を
ス
チ
ー
ル

ヤ

1
V
か
ら
杢
く
退
去
せ
し
め
る
ま
で
の
イ
ギ
り
ス
悶
王
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
外
岡
商
人
に
一
闘
が
上
が
ら
友
か
っ
た
。

か
や
う
に
中
世
白
イ
ギ
リ
ス
闘
王
は
、
た
と
へ
フ
ラ
ン
ス
と
の
不
断
の
戦
争
に
巨
額
の
軍
費
を
必
要
と
し
た
と
は
言
へ
、
外
岡
商

人
か
ら
盛
ん
に
特
許
料
を
取
立
て
た
も
白
で
あ
る
。

ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
白
間
に
は
イ
辛
リ
ス
悶
王
へ
の
貸
上
A
m
D
た
め
に
専
属
。
投

春
一
聞
を
組
織
し
て
ゐ
た
程
で
あ
る
。
ム
」
と
る
で
、
こ
の
や
う
廷
闘
王
白
侍
統
的
た
遣
方
は
営
然
に
イ
ギ
リ
ス
の
外
岡
貿
易
・
海
運
の

中
世
イ
ギ

''h白
梅
運
政
策

第
五
十
二
審

= 

一
第
=
一
説

七

1) Ashley， An Outline History， p. 68， 69 
2) 3) 5) Hunter， How England.， p. 291 
4) と白問白消息については、lItlへばクーノー将済企史高山洋吉課、 5，傍8章参

照。



中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
政
策

第
五
十
二
巻

ヨ

骨
三
務

iI. 

自
王
的
強
展
を
非
常
に
後
ら
し
た
。
中
世
主
過
し
て
イ
ギ
リ
ス
貿
易
業
者
に
は
首
時
の
外
岡
商
人
に
盛
ん
で
あ
っ
た
ゃ
う
た
自
主

性
-
積
極
性
・
閲
結
カ
が
註
く
、
ま
た
、
海
運
業
者
に
も
外
岡
舶
主
に
見
ら
れ
た
ゃ
う
在
「
航
海
は
必
要
な
れ
ど
も
生
命
は
然
ら
十
」

冒
と
い
ふ
如
昔
激
し
い
準
取
的
気
象
は
見
出
さ
れ
左
か
っ
た
。
島
国
と
し
て
他
の
ど
の
図
に
於
け
る
よ
り
も
海
が
閲
民
の
血
の
中
に
上

り
多
く
融
け
込
ん
で
ゐ
な
け
れ
ば
佐
ら
泣
い
イ
ギ
リ
ス
が
、
寅
際
に
は
海
と
最
も
縁
遠
か
っ
た
。
己
れ
に
針
す
る
一
半
の
支
は
確
に

右
の
如
き
イ
ギ

F
ス
閥
王
白
封
建
的
政
策
が
負
は
た
け
れ
ば
な
ら
砲
。
併
し
、
岡
王
白
主
庵
利
己
政
策
が
海
運
を
犠
牲
に
し
た
仕
方

は
曜
に
以
上
の
如
き
遁
口
に
と
ピ
ま
ち
在
か
っ
た
。
彼
等
に
は
一
般
に
海
運
を
岡
民
経
術
的
に
振
興
せ
し
め
ゃ
う
と
の
努
力
は
な
か

っ
た
か
め
如
〈
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
議
曾
は
初
期
の
図
王
に
度
土
地
舶
奨
励
の
た
め
に
換
算
を
蛇
供
し
た
。
だ
が
、
支
配
者
た
ち
の

誰
一
人
こ
の
換
算
の
樹
〈
僅
か
で
も
こ
の
目
的
の
た
め
に
用
ふ
る
も
白
は
な
か
っ
た
。
中
世
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
治
加
事
業
に
閲

す
る
報
告
は
殆
ん
ど
見
営
ら
な
い
。
た
ピ
僅
か
に
海
運
牧
入
の
一
部
を
閲
王
り
た
め
に
上
納
す
る
義
務
の
あ
っ
た
「
五
港
L

に
池
紬
は

委
せ
ら
れ
て
ゐ
名
山
モ
イ
ス
・
パ

1
ト
レ
ウ
ト
に
よ
れ
ば
、

一
一
二
七
七
年
イ
ギ
リ
ス
岡
王
は

F
a羽
田
唱
を
維
持
す
る
た
め
に
、

イ
ギ
リ
ス
諸
港
を
利
用
す
る
す
べ
て
白
崎
舶
に
課
税
す
る
と
い
ふ
法
律

E
mし
た
が
、
か
う
し
て
徴
収
し
た
税
牧
入
も
資
際
に
は
杢

く
池
舶
の
た
め
に
使
は
れ
は
し
友
か
っ
か
。
要
す
る
に
、
チ
ユ
ウ
ド
ル
王
朝
に
入
る
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
何
等
補
系
的
危
拍
蹄
政

策
と
い
ふ
も
の
は
山
同
日
し
来
左
か
っ
た
。

四

中
世
の
航
海
保
例

併
し
、
吾
々
が
看
過
し
得
な
い
の
ば
中
世
も
十
四
肢
紀
後
半
期
に
な
る
と
、
国
王
の
的
舶
政
策
に
或
る
新
し
い
傾
向
が
山
川
て
来
た

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
白
岡
の
商
船
を
外
岡
姑
よ
り
も
優
位
に
置
か
う
と
す
る
意
闘
が
現
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
如
〈
、

8) IIunter， How England.， p. 291 
Moyse.Bartlett， History.， p・52.

6) 

7) 



こ
れ
は
後
に
ク
ロ
ム
ヱ
ル
、
チ
ヤ

l
ル
ス
二
世
等
々
白
航
海
保
例
に
於
て
最
も
華
や
か
に
展
開
さ
れ
た
る
近
世
イ
ギ
ヲ
ス
海
運
政
策

。
特
色
を
た
す
も
白
で
あ
る
が
、
そ
の
先
駆
は
E
に
巾
世
の
と
白
頃
に
出
て
ゐ
る
。
苦
々
は
先
づ
と
の
型
の
海
運
政
策
の
最
初
の
も

の
を
一
三
六
八
年
の

Z
F
ワ
1
y
三
世
の
法
律
「

t
z
E
Z
L
E
2
4
5
ど
に
見
出
す
。

ζ

れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
イ
ギ

一
方
で
は
イ
ザ
リ
不
商
人
を
制
限
し
つ
h
他
方
で
は
外
国

商
舶
に
先
立
っ
て
ガ
ス
コ
一
一

1
酒
を
積
取
る
権
利
を
イ
ギ
リ
ス
商
舶
に
賦
奥
し
た
法
律
で
あ
札
。
ヱ
ド
ワ

1
F
=
一
世
は
人
も
知
る
イ

H
ス
領
ガ
ス
コ
ニ

l
港
か
ら
の
葡
萄
澗
貿
易
に
つ
き
規
定
す
る
も
の
で

ギ
V
ス
羊
毛
工
業
主
振
興
吐
し
め
た
最
初
白
聞
主
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
ヲ
ス
が
家
庭
用
の
粗
野
な
毛
織
物
し
か
作
り
得
た
か

っ
た
の
に
射
し
て
、
械
は
一
三
三
一
年
営
時
の
高
級
毛
織
物
の
産
地
フ
ラ
ン
グ
l

ス
に

H
E言
。
「
]
2
0
Z♀
5
ロ
を
法
り
、
ウ
オ
ル

1

ン
の
毛
織
工
七
十
家
族
を
招
聴
し
て

f
ギ
リ
ス
羊
毛
工
業
を
盛
ん
に
世
帯
丸
、
更
に
一

ニ
三
七
年
に
は
、
と
の
新
興
産
業
を
保
護
ナ
ペ

〈
外
岡
羅
紗
の
綿
入
ー
と
羊
毛
の
輸
出
を
禁
止
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
首
時
の
織
物
輪
川
税
は
慢
に
二
パ
ア
セ
ン
ト
に
と
ピ
ま
つ

て
ゐ
た
に
封
し
て
羊
毛
の
そ
れ
は
三
十
三
パ
ア
セ
ン
ー
に
ま
で
引
上
げ
ら
れ
た
。
閣
王
の
己
の
計
書
は
成
功
し
雑
紗
の
製
造
は
イ
ギ

リ
ス
最
初
の
工
業
と
た
っ
た
。

問
。
ヨ
]
何
百

H
M
O

』
ロ
官
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
己
の
年
に
ウ
ー
ル
ス
テ
ツ
ド
を
含
む
毛

め

織
物
は
既
忙
羊
毛
に
次
ぐ
第
二
位
の
輪
出
品
目
と
た
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
羊
毛
工
業
K
劃
す
る
ヱ
ド
ワ

1
F
↑
一
一
世
の
己
の
中
う
な

二
二
五
四
年
目

保
謎
政
策
か
ら
見
て
、
五
口
々
は
前
記
の
法
律
も
彼
が
特
に
白
岡
商
船
保
諮
り
目
的
か
ら
ガ
ス
コ
ニ

1
荊
の
優
先
的
積
取
権
主
イ
ギ
リ

ス
商
般
に
典
へ
る
べ
〈
規
定
し
た
も
白
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
。

己
目
や
う
に
白
岡
舶
の
優
先
的
待
過
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
海
運
P
一
夜
展
吐
し
め
ゃ
う
と
す
る
努
力
は
、
更
に
そ
の
後
十
三
年
を
経

過
し
で
二
二
八
一
年
り
千
ヤ
ー
ド
二
世
の
航
海
保
例

Z
F
同
区

E
E
回

ω
E同
町
ゲ
凸
宮
田
区
内
耳
む
と
危
り
よ
り
康
汎
た
形
を
と
っ
て
現

は
れ
た
。
如
何
程
る
イ
ギ
明
ス
闘
民
も
イ
ギ
リ
λ

舶
以
外
の
船
舶
を
も
う
て
商
品
を
職
問
入
す
べ
か
ら
歩
、
ヒ
れ
を
犯
し
て
外
岡
舶

中
世
イ
ギ
P
ス
の
梅
運
政
策

第
五
十
二
巻

= 

第
三
競

九

1) 2) 4) 1王unter.How England.， p. 17， 18 
3) モ戸ロア英国史邦誇上巻、 p.287， 288 
4) Hunter， Hのw England.. p. 18 



中
世
イ
ギ
り
ス
の
海
運
政
策

弾
五
十
二
巷

E 

四

骨
=
一
説

四

O 

に
積
込
み
た
る
者
あ
る
と
き
は
我
見
次
第
該
商
品
を
淡
牧
ナ
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
富
時
の
イ
ギ
リ
ス
貿
易
ば

受
動
的
に
殆
ん
ど
全
〈
外
岡
舶
に
依
有
し
て
ゐ
た
。
従
っ
て
、
輸
出
入
を
全
〈
白
岡
舶
に
限
定
す
る
と
い
ふ
己
の
傑
例
は
買
に
思
び

切
っ
て
革
命
的
た
海
運
保
護
政
策
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
法
律
が
イ
ギ
リ
ス
最
初
白
航
海
保
例
と
言
は
れ
る
所
以
は
と
誌
に

あ
る
。
併
.
し
、
寅
欣
を
無
視
し
た
短
急
な
保
護
法
と
も
言
ふ
べ
き
己
白
保
例
は
却
っ
て
イ
ギ
H
J
ス
貿
易
を
窒
息
せ
し
め
る
結
果
I
C
在

り
、
彼
は
、
早
く
も
翌
年
目
法
律
宮
内

V
E岳
白
色
出
回
Z
E
R
O
M
2
5
1
司
ど
を
も
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
必
要
を
充
す
に
足
る
イ

ギ
リ
ス
商
舶
の
見
出
さ
れ
得
ぎ
る
と
昔
位
外
閥
舶
を
使
用
す
る
本
差
支
へ
た
し
と
改
正
し
た
け
れ
ば
た
ち
た
か
ゲ
た
。
だ
が
、
E
a
h

で
一
歩
後
退
し
た
リ
チ
庁

I
F
二
世
白
権
運
政
策
は
他
方
に
於
て
己
れ
に
代
る
法
律
を
用
意
す
る
の
を
忘
れ
は
し
た
か
っ
た
。
同
ヒ

年
の
議
舎
は
園
王
に
針
し
で
、

そ
の
杢
額
を
海
上
安
全
確
保
白
た
め
に
用
ふ
る
と
の
明
示
僚
件
つ
き
で
、
輪
出
入
品
に
特
別
課
税
を

許
し
て
ゐ
る
。
己
の
も
K

め
忙
園
玉
は
海
運
業
浩
船
業
に
補
助
金
を
支
給
す
る
と
と
が
出
来
た
。
か
く
て
、
相
営
の
舶
肢
を
も
ち
得
る

K
到
っ
た
の
で
も
あ
ら
う
か
す
千
ヤ
ー
ド
二
世
は
、

二
二
九

O
年
再
び
、
す
べ
て
白
イ
ギ

H
ス
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
舶
の
み
を
用
ふ

べ
し
、
船
主
は
積
荷
運
賃
と
し
て
合
間
的
利
得
を
牧
む
る
と
と
を
許
す
、
具
」
の
第
三
岡
目
の
航
海
保
例
(
Z
F
目
n
y
司島
H
H

・
C
M
4
E
a
)

を
山
叫
す
と
冒
と
が
山
川
来
台
。

併
し
、
と
の
や
う
た
新
し
い
視
の
海
運
政
策
と
雌
も
決
し
て
一
貫
し
た
政
策
閥
系
か
ら
肉
て
ゐ
る
の
で
は
友
か
っ
た
。
閤
王
は
一

方
で
と
の
や
う
に
白
岡
の
商
舶
を
優
先
的
に
擁
護
し
て
置
き
乍
ら
、
他
方
で
は
こ
れ
と

E
反
対
の
遺
り
方
を
と
り
自
ら
の
制
定
し
た

航
海
保
例
の
放
果
を
全
〈
殺
い
ザ
一
ゐ
た
。
或
ひ
は
ま
た
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
海
軍
増
強
政
策
を
出
る
も
D
で
友
か
っ
た
。
従
っ
て
、

彼
等
の
営
面
の
問
題
は
園
民
経
桝
の
殻
展
に
左
〈
相
経
ら
十
岡
防
ま
た
は
領
土
征
服
に
あ
っ
た
。
己
主
で
も
中
世
の
宙
開
紳
は
彼
等
の

政
策
に
し
つ
己
〈
ま
つ
は
り
附
い
て
ゐ
た
。



例
へ
ば
、
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
商
舶
に
優
先
的
地
位
を
輿
へ
た

Z
F
ワ
1
V
三
世
は
他
方
に
於
て
イ
ギ
リ
ス
中
世
で
最
私
事
舗
の
特

許
料
を
外
岡
商
人
か
ら
取
上
げ
党
国
主
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
ザ
同
盟
商
人
を
し
て
イ
タ
り

1
商
人
と
貸
上
金
の
競
争
を
矯
さ
し
め

l

彼
等
白
問
に
イ
ギ
リ
ス
闘
主
へ
白
専
属
の
投
資
閣
ま
で
組
織
せ
し
め
て

i
i
一
三
四

O
年
遂
に
イ
タ
リ
ー
商
人
を
凌
駕
せ
し
め
る
や

う
に
導
い
た
の
も
殺
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
は
反
封
給
付
と
し
て
吠
々
に
ハ
ン
ザ
一
同
人
に
新
じ
い
特
椎
を
許
興
し
友
け
れ
ば
た
ち

た
か
っ
た
。

ご
一
一
四
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
と
白
継
続
的
戦
争
む
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
財
政
が
岐
路
に
立
っ
た
と
昔
、
ヱ
ド
ワ

1
v
=一
世
は

闘
税
収
入
の
増
加
を
計
っ
て
毛
織
物
の
闘
税
引
上
を
行
っ
た
が
、
と
の
際
に
於
て
も
、

ハ
y
ザ
同
盟
空
間
舶
に
だ
け
は
蕎
関
税
率
を

誼
用
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
新
闘
税
賦
課
の
目
的
が
本
質
的
に
妨
げ
ら
れ
で
も
ハ
ン
ザ
商
人
の
新
税
率
に
劃
す
る
異
議
を
E
営
と

認
め
た
付
れ
ば
た
ら
左
か
っ
た
。
と
D
h
T
う
社
数
々
の
仕
方
を
過
し

τ
、
内
ン
ザ
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
商
舶
を
永
く
不
利
採
な
扶
態
に

遁
ひ
込
み
、
イ
ギ
リ
ス
商
舶
の
殻
展
を
未
然
に
防
い
で
、
北
海
・
パ
ル
チ
ッ
ク
悔
の
航
海
を
潤
占
す
る
と
と
が
山
刊
来
た
。
イ
ギ
リ
ス

側
か
ら
言
ム
佐
ら
ば
、
品
嘩
に
針
英
決
戦
(
一
回
大
丸
1
七
一
一
-
年
)
を
挑
ま
し
め
得
る
ま
で
に
商
人
闇
慢
と
し
て
の
山
ン
ザ
同
盟
を
靖
長
せ

し
め
た
白
で
あ
る
。

己
の
鮪
同
巳
〈
航
海
保
例
の
制
定
者
で
あ
り
乍
ら
リ
千
ヤ
ー
ド
二
世
の
方
が
よ
り
徹
底
し
て
ゐ
た
。
併
し
、
彼
と
て
も
純
然
た
る

海
運
政
策
と
し
て
あ
の
傑
例
主
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
は
初
め
の
頃
は
北
欧
の
海
賊
忙
備
へ
る
た
め
白

も
の
で
あ
っ
た
が
、
十
二
世
紀
中
葉
に
ノ
ル
マ
ン
主
朝
が
断
絶
し
て
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
主
朝
が
立
つ
T

戸
一
、
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
は

針
フ
ラ
ン
ス
闘
係
の
た
め
に
海
軍
を
必
要
と
し
た
。
荒
し
、
フ
一
フ
ン
ス
か
ら
出
で
来
た

0

フ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
系
の
イ
ギ
リ
ス
闘
王
が

代
々
フ
ラ
Y

ス
北
西
地
方
を
粂
ね
領
有
す
る
こ
と
に
た
っ
た
L
め
、
却
っ
て
と
与
に
種
々
困
難
左
問
題
を
惹
昔
起
し
て
、
イ
革
リ
ス

は
と
の
フ
ラ
ン
ス
領
有
地
白
維
持
掠
大
の
た
め
に
海
軍
を
具
へ
な
け
れ
ば
な
ら
左
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
海
軍
に
上
る
英
蘭
海
峡
D

中
杭
イ
ギ
リ
ス
白
海
運
政
策

静
五
十
二
巻

四

士?

豆五

苦再

抗

クーノ F 組酔""史、 s邦課 p.236以下。5) 



中
世
イ
ギ
リ
ス
白
海
運
政
策

t
p
五
十
二
巻

六

帝一一一揖

四

制
海
権
が
た
け
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
は
軍
隊
を
大
陸
に
法
る
こ
と
も
既
に
4

返
っ
た
軍
隊
と
連
絡
を
保
つ
己
と
も
出
来
危
い
。
か
〈
一
L

、
海

軍
心
情
強
が
イ
ギ
リ
ス
の
大
陸
担
服
政
策
に
と
っ
て
何
よ
り
も
急
務
で
あ
っ
た
。

リ
チ
ヤ
ー
ド
二
世
の
二
三
八
一
年
の
航
海
保
例
も

主
た
こ
白
目
的
よ
り
外
に
は
向
な
か
っ
た
。
己
れ
よ
り
光
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
始
ん
ど
全
〈
犠
牲
友
〈
し
て
の
。
E
d
p
=
海
岸
を
襲

撃
し
、
ま
た
、
テ

1
ム
ス
河
を
湖
航
し
ロ
ン
ド
ン
を
過
ぎ
沿
岸
諸
都
市
を
焼
き
掛
っ
た
。
己
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
で
は
集
め
ら
れ
る
限

り
の
商
舶
が
園
壬
に
上
っ
て
徴
裂
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
む
た
め
に
喪
は
れ
て
し
ま
っ
た
。

p
千
ヤ
ー
ド
二
位
に
は

の
船
舶
し
か
浅
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
は
先
づ
自
国
心
商
船

l
!官
時
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
左
ほ
「
五
港
」

慌
に

『
戸
口
与
一
ー
ロ
-

の
海
軍
で
あ
っ
た
ー
ー
ー
に
優
先
的
地
位
を
賦
興
ナ
る
と
い
ふ
僚
例
を
出
す
己
と
に
よ
っ
て
、
外
岡
枯
白
購
入
・
遇
措
を
遁
し
で
、
海

軍
を
再
建
し
ゃ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
航
海
保
例
の
解
繰
規
定
は
「
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
増
強
の
た
め
に
」
と
い
ふ
文
何
で
始
ま

っ
て
ゐ
る
。

序
で
に
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
岡
王
の
海
運
政
策
の
無
閥
系
を
示
す
も
白
と
し
て
ヱ

F
ワ

1
ド
四
位
を
皐
げ
や
う
。

7
y
F
レ
・
モ

1

ロ
7
に
よ
る
と
維
は
才
気
燦
強
で
し
か
も
卑
劣
左
存
在
で
あ
り
殺
の
と
己
ろ
へ
肉
入
す
る
商
人
た
ち
り
妻
を
愛
撫
す
る
己
と
を
厭
は

た
か
っ
た
と
の
と
と
で
あ
る
が
、
商
買
に
按
目
白
た
い
殺
は

回
向
空
各
自
作
同

5間

ー
と
も
呼
ば
れ
、
在
位
期
間
を
遇
し
て
向
分
の
計
算

に
於
て
貿
易
を
や
っ
た
主
で
あ
る
。
と
己
る
で
、
即
位
後
聞
も
た
き
一
四
六
三
年
白
税
闘
鼠
録
は
己
白
年
に
彼
が
闘
王
の
計
算
比
於

て
羊
毛
主
輪
出
し
て
ゐ
る
と
と
を
詰
っ
て
ゐ
る
が
、
奇
妙
な
乙
と
に
は
、
己
の
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
舎
は
岡
王
に
劃
し
て
外
闘
病
般
に

よ
る
イ
ギ
リ
ス
羊
毛
の
輪
出
禁
止
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
に
よ
る
外
岡
舶
の
一
般
的
利
開
禁
止
(
帽
し
、
イ
ギ
リ
ス
向
舶
の
不
足
し
居
る
場
合
は

と
白
限
り
に
#
f
)
と
を
合
む
法
律
主
制
定
す
ベ
〈
求
め
て
ゐ
る
。
4

ん
も
と
の
法
律

(
u
E
2
5己
司
・

2
品
目
。
『
旦
骨
は
た
ピ
三
年
の
有

裁
期
出
を
も
う
て
致
令
苫
れ
そ
白
一
後
は
全
く
更
新
さ
れ
た
か
っ
た
と
は
一
百
へ
、

エ
ド

γ

1
ド
四
世
の
計
算
に
よ
る
商
品
が
外
岡
般
に

Hur】ter，How England.， p. 21-23， 297. 6) 



キ

*

・

積
ま
れ
て
地
中
海
諸
国
へ
、
輸
出
さ
れ
た
己
と
は
、
闘
王
白
一
身
自
ら
制
定
し
た
法
律
を
目
分
で
蝶
蹴
し
た
と
と
に
註
る
。
在
ほ
、
ヱ
ド

ワ
ー
ド
閉
世
の
商
業
所
勤
は
早
忙
地
中
海
に
隈
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
ま
た
イ
ギ
リ
ス
舶
を
肘
ひ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
干
パ
ル
千
り
ク

海
と
の
貿
易
に
椛
事

L
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
友
い
。
彼
は
商
業
目
的
む
た
め
に
船
舶
を
建
治
し
購
入
し
買
却
し
た
。
更
に
は
商
船
主

イ
ギ
叫
ツ
ス
海
軍
の
た
め
に
利
用
す
る
と
同
時
に
ま
た
海
軍
舶
を
白
分
の
商
買
の
た
め
に
刑
ひ
、
高
し
き
に
至
つ
て
は
海
軍
舶
を
積
荷

.
運
送
の
た
め
に
商
人
忙
賃
貸
し
さ
へ
し
た
。
か
う
し
て
彼
は
王
室
収
入
の
増
加
す
一
計
つ

hu

事

ζ

白
法
律
は
w
y
チ
ヤ

1
Y
二
世
田
一
三
八
一
、
八
二
年
の
航
海
時
例
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

ー
常
時
の
イ
ギ
P
ス
商
船
は
イ
タ
ッ
ー
の
大
間
舶
や
大
棒
舶
よ
り
も
小
川
却
で
、
長
期
航
海
に
堪
へ
得
る
や
う
に
建
註
さ
れ
て
は
ゐ
な
か
っ
た
。
事
賞
、

ヱ
ド
ヲ
1

ド
四
世
白
時
代
に
至
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
叫
で
地
中
海
の
謹
〈
に
別
け
て
貿
易
ナ
@
も
の
は
な
か
ワ
た
d

五

イ
ギ

9
1
商

般

|

|

ラ

7
l
プ
戸
商
人
と
冒
険
商
人

中
附
イ
ギ
リ
ス
白
海
上
貿
易
従
っ
て
ま
た
海
運
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
軍
要
注
商
人
が
四
つ
ゐ
る
。
そ
の
う
ち
一
一
つ
は
外
岡
商
人

で
他
の
二
つ
は
白
幽
商
人
で
あ
る
。
先
づ
、
外
国
商
人
と
し
て
は
(
一
〕
イ
グ
明

l
商
人
と
(
二
)
ハ
ン
ザ
同
県
商
人
。
と
の
二
つ
は
既

忙
述
べ
た
ゃ
う
忙
殆
ん
ど
中
慣
を
過
し
て
イ
ギ
リ
ス
む
外
岡
貿
易
を
捻
っ
て
ゐ
た
外
岡
商
人
で
あ
っ
て
、
イ
ギ

H
ス
は
た
い
h
v
し
れ
ら

の
商
人
を
遇
し
て
受
動
的
に
貿
易
を
心
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
止
と
ろ
が
、
中
世
も
末
葉
に
近
づ
〈
と
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
目
憾
の
間

区
外
岡
商
人
に
封
立
す
る
意
識
が
弐
第
に
生
じ
白
闘
の
貿
易
は
自
分
た
ち
で
行
は
う
と
す
る
機
運
が
超
っ
て
来
る
。
か
〈
し
て
少
し

づ
ミ
イ
ギ
ロ
ス
貿
易
に
も
積
極
性
が
出
て
来
る
。
そ
己
で
、
再
々
は
今
や
巾
世
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
商
人
と
し
て
(
二
一
)
ス
テ
ー
プ
ル
商

人
と
(
四
d

同
日
険
商
人
に
つ
い
て
語
る
順
序
が
来
た
。

中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
政
策

第
五
十
二
巻

第
三
揖

ーマ

七

四

Hunter， How England.. p. 30， 31. 7) 8) 



中
世
イ
ギ

9
ス
四
海
運
政
策

億
五
十
二
巷

= 

丹、

骨一一一揖

四
回

ス
テ

1
プ
ル
は
、
今
夏
説
く
ま
で
も
危
ぐ
、
官
時
の
イ
ギ
リ
ス
重
要
貿
易
商
品

2
4
5
た
る
羊
毛
そ
の
他
の
取
引
を
段
替
と
課

税
の
便
宜
上
政
府
が
一
定
場
所
忙
限
っ
て
行
は
し
め
た
制
度
で
あ
る
。
そ
白
取
引
場
所
は
十
四
世
紀
初
頭
以
来
勅
令
に
よ
っ
て
ア
V

ト
ワ

1
プ
、
プ
リ
ユ

1
0
そ
り
他
に
定
め
ら
れ
た
が
、

一
三
九
二
年
よ
り
は
針
岸
の
イ
ギ
リ
ス
領
カ
レ
ー
が
同
定
的
に
持
定
さ
れ

た
。
と
と
る
で
、
元
来
、
ス
テ

1
プ
ル
の
設
誼
は
政
府
側
の
牧
枕
上
自
便
宜
に
る
っ
た
け
れ
ど
も
、
乙
の
制
度
は
年
月
の
経
過
と
共

に
吠
第
に
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
し
で
の
ス
テ
ー
プ
凡
商
人
の
聞
に
政
府
か
ら
む
濁
白
樺
の
享
受
を
通
し
て
一
つ
の
閣
結
を
構
成
せ
じ
め

る
や
う
に
た
っ
た
。
そ
し
て
更
に
、
と
の
潤
占
槽
と
の
闘
結
は
ま
た
吠
第
に
外
関
商
人
に
封
抗
し
て
岡
氏
的
利
害
と
い
ふ
も
の
を
イ

ギ
F
ス
商
人
の
間
に
感
ぜ
し
め
る
や
う
に
な
っ
た
。
勿
論
商
人
は
常
時
の
政
府
主
動
か
し
た
。
成
る
程
、
そ
れ
は
未
だ
ギ
ル
ド
精
一
利

を
脱
し
た
い
も
の
で
は
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
併
し
、
者
過
し
得
な
い
貫
要
た
志
向
は
悶
民
的
区
高
め
ら
れ
て
来
た
利
害
感
で
あ
る
川

己
れ
は
特
に
謝
外
的
意
識
宇
一
盛
っ
て
出
て
来
る
海
運
政
策
に
と
っ
て
極
め
て
軍
大
左
と
と
で
た
貯
ら
ね
ば
な
ら
泣
い
。
か
〈
て
、
貿

易
に
於
け
る
己
の
や
ろ
友
新
し
い
機
運
は
そ
れ
が
立
つ
客
概
的
保
件
の
漸
突
的
環
展
に
つ
れ
て
や
引
第
に
殻
展
を
注
し
、
貿
易
と
一
暢

を
溺
す
海
運
の
方
向
を
も
新
し
く
定
め
ゃ
う
と
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
吾
々
は
既
に
中
世
後
期
D
イ
ギ
リ
ス
海
運
政
策
に
於
け
る
新

し
い
傾
向
と
し
て

z
r
7
F三
世
・

2
7
v二
世
の
航
海
保
例
に
う
い
て
考
察
し
た
が
、
と
の
航
海
保
例
の
精
帥

l
lイ
ギ

.
H
ス
商
舶
に
優
先
的
地
位
を
興
へ
ゃ
う
と
す
る
閲
民
的
行
矯
|
|
は
外
在
ら
ぬ
こ
の
ス
テ
ー
ブ
ル
原
則
か
ら
来
て
ゐ
る
。

だ
が
、
所
詮
、
と
の
新
し
い
精
紳
も
中
世
的
左
聴
紳
か
ら
脱
す
る
と
と
は
困
難
で

b
っ
た
。

一つ

D
大
き
た
授
精
が
そ
の
自
由
な

帯
血
展
を
姉
富
山
河
レ
て
ゐ
た
。
郎
ち
、
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ツ
ド
王
朝
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
が
持
ち
績
け
て
ゐ
た
針
岸
白
大
陸
部
地
が
そ
の
自
由

を
拘
束
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
ニ
=
ロ
ム
ま
で
も
な
〈
、
海
運
は
大
き
〈
務
展
す
る
が
た
め
に
は
海
外
ま
た
は
外
岡
父
遇
に
進
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
。
然
る
に
、
ス
テ

1
0フ
ん
の
イ
ギ
リ
ス
が
百
年
一
目
白
如
〈
交
渉
し
て
ゐ
た
相
手
は
、

ヨ

1
ロ
ケ
パ
大
陸
と
は
言
へ
一
葦
帯
水

Hunter， How England.， p. I3 1) 



の
呼
べ
ば
脳
陣
ふ
る
針
岸
北
仰
白
イ
ギ
リ
ス
領
地
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
と
の
交
通
は
自
闘
の
沿
岸
航
行
と
大
し
て
鑓
る
と
己
る

は
な
か
っ
売
。
外
岡
貿
易
と
か
海
外
交
通
と
か
白
言
葉
で
呼
ば
れ
得
る
性
質
の
も
の
で
は
左
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
と
の
領
土
と
白

政
治
的
腐
れ
縁
を
つ
ピ
け
て
ゐ
る
限
り
の
中
世
イ
ギ
リ
ス
に
は
大
き
友
海
外
致
展
は
堅
め
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
依
然
と
し
て
申
世
特

有
の
内
陸
性
か
ら
十
分
に
脱
す
る
と
と
は
山
来
た
か
っ
た
。

よ
り
新
し
い
商
人
と
し
て
の
官
険
商
人
吾
首
岳
自
ア
E
S
E
E
a
)
白
精
紳
は
よ
り
積
極
的
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
ス
テ

1
プ
ル
商
人

の
や
う
に
白
岡
政
府
か
ら
輿
へ
ら
れ
た
特
楼
D
庇
護
白
下
に
甘
ん
宇
る
こ
と
な
く
、
よ
り
遠
隔
の
地
に
赴
き
イ
ギ
リ
ス
領
地
を
超
え

で
外
岡
貿
易
に
従
事
し
ゃ
う
と
志
し
た
。
イ
ギ
ワ
ス
が
今
干
大
規
模
に
生
産
し
初
め
た
新
工
業
製
品
の
毛
織
物
に
扮
し
て
海
外
市
場

を
見
つ
け
や
う
と
企
て
た
。
己

D
意
味
に
於
て
彼
等
は
旅
に
ス
テ
l
プ
ル
尚
人
よ
り
も
よ
り
大
雪
左
冒
険
を
左
し
つ
i
A

あ
っ
た
。
し

か
も
、
彼
等
は
図
結
心
と
共
同
利
害
観
念
弧
く
組
合
を
結
成
す
る
己
と
に
も
成
功
し
た
。
だ
が
、
彼
等
の
行
〈
と
と
る
に
は
古
強
者

の
ハ
シ
ザ
商
人
が
持
据
し
て
ゐ
た
。
毛
織
物
業
地
と
し
て
水
音
惇
統
を
誇
る
プ
リ
ュ

1
ジ
の
輩
閥
危
地
躍
は
新
参
の
彼
等
が
割
込
む

ペ
〈
徐
り
に
も
嫉
妬
深
〈
工
業
的
利
害
を
同
執
し
て
ゐ
た
。
従
ワ
て
新
市
揚
の
開
拓
は
仲
々
捗
ら
た
か
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
事
賃
上

彼
等
が
殺
到
せ
ん
と
し
た
外
国
市
揚
は
何
庭
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
に
、
車
に
英
蘭
海
峡
の
針
岸
と
北
海
の
彼
岸
に
渦
ぎ
在
か
っ
た
。

そ
の
限
前
忙
は
全
世
界
が
庚
〈
展
開
さ
れ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
A
Y
彼
等
は
自
ら
世
非
を
狭
〈
匝
切
っ
て
ゐ
九
。
矢
張
り
彼
等
も
カ
レ

l

を
ス
テ

1
プ
ル
市
場
と
す
る
中
世
イ
ギ

H
ス
商
人
の
範
時
か
ら
出
る
乙
と
は
山
川
古
市
左
か
っ
た
。
中
世
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
が
百
年
戦
争

主
で
し
て
ヲ
ラ
ン
ス
の
英
領
地
に
永
〈
執
着
し
て
ゐ
た
如
く
、
破
等
も
と
れ
を
超
え
て
積
極
的
に
市
羽
ノ
骨
伸
ば
さ
う
と
は
思
は
な
か

っ
た
。
か
〈
て
、
そ
り
名
は
冒
険
商
人
と
は
呼
ば
れ
乍
ら
彼
等
の
舶
は
容
易
に
ピ
ス
カ
ヤ
海
の
南
方
に
日
ゃ
う
と
は
し
左
か
つ
売
。

中
世
主
憩
し
て
イ
ギ
リ
ス
商
船
は
外
園
舶
よ
り
も
型
が
小
さ
〈
堅
牢
苫
も
劣
っ
て
ゐ
た
と
の
己
と
で
あ
る
が
J

英
蘭
海
峡
や
北
海
を

巾
世
イ
千
リ
ス
白
梅
謹
政
策

樺
五
十
二
巻

九

害事

競

四
五

Af;hley， An Ontlin-e History， p... 76， 77 
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比
国
五
十
二
巻

凹
六

O 

部一一一揖

中
世
イ
ギ
WJ

ス
白
梅
迩
政
策

世
界
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
商
舶
に
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。
子
の
意
味
に
於
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
海
運
は
、
先
昔
に
は
大
陸

に
領
有
地
を
も
っ
と
と
に
よ
っ
て
ス
テ

1
・
フ
ル
原
則
に
授
け
ら
れ
た
が
、
今
や
、
中
位
的
停
滞
性
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
が
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
こ
白
大
陸
領
地
冒
と
の
因
縁
を
断
っ
て
限
を
皮
く
世
界
に
放
う
と
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
近
世
に
入
つ
て
の

一
五
五
八
年
の
カ
レ
ー
の
喪
失
は
イ
ギ
リ
ス
海
運
に
と
っ
て
の
本
格
的
設
展
を
到
す
る
も
り
で
あ
っ
た
。
カ
レ
ー
を
卒
は
れ
一
島
岡

と
し
て
の
自
ら
の
在
り
方
宇
は
っ
き
り
意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
限
を
遠
く
外
に
向
け
る
と
と
が
出

来
、
後
れ
ば
せ
乍
ら
海
外
殻
展
に
渇
逸
す
る
乙
と
が
向
来
た
。
冒
険
商
人
も
本
来
の
冒
険
的
精
紳
を
取
戻
し
、
そ
れ
迄
白
ペ
ニ
ス
商

船
隊
に
よ
る
イ
ギ
サ
ス
訪
問
と
は
反
謝
に
、
今
度
は
イ
ギ
リ
ス
商
舶
が
未
知
の
世
界
白
地
中
海
に
帆
を
慨
す
や
う
に
た
っ
た
。
ト
ル

コ
曾
祉
や
ベ
一
一
ス
舎
祉
l

|
レ
ヴ
ア
ン
ト
合
枇
ー
ー
を
始
め
東
イ

Y
F
曾
祉
も
己
れ
ら
冒
険
商
人
の
問
か
ら
組
織
さ
れ

h
。
併
し
、
h

こ
れ
ら
イ
ギ
リ
ス
商
船
り
近
世
的
海
外
環
展
と
雌
も
決
し
て
翠
に
カ
レ

1
喪
失
の
後
に
現
は
れ
向
た
も
白
と
は
言
へ
た
い
。
彼
等
の

後
肢
の
背
後
に
は
封
建
的
号
闘
を
清
算
し
た
警
務
戦
争
を
過
し
て
山
内
て
来
た
チ
ム
ウ
ド
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
貫
し
た
梅
迩
政

策
憾
系
の
支
援
白
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
友
ら
お
。
(
と
恥
に
闘
す
る
考
察
は
戎
白
機
舎
に
諮
る
)

ー，、
結

中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
を
特
質
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
「
海
軍
結
を
粂
ね
た
商
柏
」
と
「
外
岡
貿
易
に
タ
ッ
チ
し
な
か
っ
た
商
船

の
二
つ
を
考
へ
得
る
o

中
世
イ
ギ
リ
ス
は
前
期
忙
於
て
は
北
欧
白
海
賊
に
備
ふ
る
た
め
に
後
期
に
於
て
は
大
陸
に
於
け
る
英
領
土
の

保
全
の
た
め
に
海
軍
を
必
要
と
し
た
。
併
し
、
ど
の
園
王
も
徹
腐
し
た
海
軍
増
強
策
を
持
合
せ
て
は
居
ら
や
、
た
ピ
そ
の
時
そ
の
時

の
商
納
に
依
存
し
己
れ
を
徴
用
し
て
海
戦
に
駆
り
立
て
ta

ゐ
た
。
己
白
や
う
に
岡
王
が
商
舶
を
海
軍
の
手
段
と
し
て
考
へ
た
己
と
、

AShley， A Outline History， p. 78 3) 



こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
申
世
の
海
運
ま
た
は
海
運
政
策
の
一
つ
D
特
質
で

b
る
。
有
名
な
リ
チ
ヤ

l
r一
一
世
の
航
海
保
例
も
己
白
目
的
以

上
に
は
出
て
ゐ
な
い
。
第
二
の
特
質
と
し
て
は
、
大
憾
に
於
て
自
給
経
済
に
終
始
し
従
っ
て
外
岡
貿
易
が
全
〈
受
動
的
に
外
閥
舶
に

よ
っ
て
行
は
れ
た
中
世
の
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
、
イ
ギ
リ
ス
舶
は
沿
岸
航
海
に
の
み
従
事
し
遠
〈
海
外
に
殻
民
し
ゃ
う
と
し
な
か
っ
た

と
言
ふ
と
と
で
あ
る
。
中
世
の
末
頃
に
な
っ
て
漸
く
ス
テ
ー
プ
ル
制
度
の
獅
占
肺
舶
に
培
は
れ
て
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
問
に
閥
民
的
利
害

の
概
念
が
強
く
な
り
、
白
岡
舶
忙
優
先
的
積
取
機
を
賦
興
す
る
と
い
ム
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
新
し
い
型
の
海
運
政
策
を
見
る
に
五
つ

た
け
れ
ど
も
、
己
れ
企
て
も
フ
ラ
ン
ス
領
有
地
と
の
貿
易
従
っ
て
謂
は
ピ
沿
岸
貿
易
と
も
見
ら
れ
る
交
通
に
閥
ナ
る
規
定
に
過
ぎ
た

か
っ
た
。
併
し
、
己
の
図
主
に
よ
る
羊
毛
工
業
白
振
興
策
は
イ
ギ
リ
ス
を
し
て
新
し
く
工
業
図
と
し
て
殻
足
せ
し
め
、
攻
第
に
、
新

興
製
品
毛
織
物
に
謝
し
て
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
必
要
を
生
ぜ
し
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
よ
旬
冒
険
的
に
市
場
を
切
り
拓
か
泣
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
け
れ

E
も、

一
つ
に
は
圏
内
新
興
工
業
の
未
だ
十
分
な
ら
ざ
る
改
連
の
た
め
に
、

-
つ
に
は
中
世
後
期
に

亙
る
針
岸
フ
ラ
ン
ス
主
の
政
治
的
経
消
的
闘
係
に
縛
ら
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
商
船
白
領
域
は
依
然
と
し
て
北
海
や
英
蘭
海
峡
に
限
ら

れ
、
と
れ
を
越
え
て
は
外
に
出
ゃ
う
と
し
た
か
っ
た
。
ま
た
、
本
首
に
岡
氏
粧
品
川
的
意
味
か
ら
鶴
倒
的
に
イ
ギ
リ
ス
的
配
海
外
に
後

展
せ
し
め
ゃ
う
と
す
る
政
策
も
未
だ
閥
王
心
側
に
は
現
は
れ
た
か
っ
た
。
更
に
ま
た
、

E

D
ゃ
う
た
二
つ
の
封
建
的
停
滞
性
の
ほ
か

に
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
海
謹
は
も
一
つ
中
世
特
有
の
玉
庫
主
義
に
耐
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
友
か
っ
た
。
と
の
た
め
中
世
の
海
運
政
策

は
出
品
々
混
飢
し
た
。
品
し
い
無
隈
系
を
露
呈
し
た
。
か
く
で
、
要
す
る
に
中
間
海
道
政
策
に
於
け
る
市
極
性
・
無
秩
序
・
無
閥
系
は

ヘ
ン
リ
1
七
世
に
始
士
る
近
世
千
ユ
ウ
ド
ル
一
凶
家
主
義
の
出
現
を
見
な
け
れ
ば
救
は
れ
た
か
っ
た
。

(
一
六
・
一
一
・
凶

中
世
イ
ギ
P

ス
白
海
運
政
策
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